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　本機は1919年に開発されたわが国最初の国産舶用4サイクルディーゼル
エンジンと同系であり、現存する国産4サイクルディーゼルエンジンとし
ては最古級のものである。4サイクル、2気筒、50馬力、450RPMの諸元を
有していた。このディーゼルエンジンの成功を機に、国産ディーゼルエ
ンジンが舶用主機関や産業用機関として広く用いられるようになった。
これは九州帝国大学においてC重油燃焼試験実験などで使用されていたも
のである。黎明期の国産ディーゼルエンジンの姿を今に伝えるものとし
て重要である。
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